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利用成果報告書

成果公開有償利用

魚類におけるnanoporeを利用したテロメア長解析

ChemiDoc Touch イメージングシステム

​今回の実験では、サザンブロッティング法を用いて遺伝子の検出を試みましたが、シグナルを得ることができませんでした。​この結果を

受け、プローブの設計やハイブリダイゼーション条件の最適化、検出方法の見直し、対照実験の実施など、手順全般の改善策を検討し

ました。
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